
・
ふ
る
さ
と
寄
附
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
９
８
万
円
）

新
た
な
財
源
確
保
と
本
町
や
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
を
図
る
た
め
、
寄
附
者
に
対
し
て
返
礼
品

の
贈
呈
を
実
施

・
海
外
先
進
地
交
流
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
９
９
万
円
）

空
港
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推

進
す
る
た
め
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
グ
ラ
ン

ト
郡
と
姉
妹
提
携
を
締
結

「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
の
公
表
」

財
政
健
全
化
法
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
状
況
を
統
一
的
な
指
標
で
示
し
、
財
政
の

健
全
化
や
再
生
が
必
要
な
場
合
に
迅
速
な
対

応
を
取
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
の
２

つ
で
自
治
体
の
財
政
状
況
を
判
断
し
、
基
準

値
よ
り
低
い
ほ
ど
、
そ
の
自
治
体
の
財
政
は

健
全
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
す
。
　
　

健
全
化
判
断
比
率
と
は
財
政
の
状
況
を
表

す
次
の
４
つ
の
指
標
の
こ
と
を
い
い
、
２
つ

の
基
準
に
よ
っ
て
財
政
の
健
全
性
を
判
断
し

ま
す
。

令
和
元
年
度
末
で
、
第
４
次
総
合
計
画
の

計
画
期
間
が
終
了
し
ま
し
た
。
計
画
の
総
仕

上
げ
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
し
た
。

ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
、
次
期
計
画
に

つ
な
げ
る
た
め
の
新
た
な
事
業
展
開
も
視
野

に
入
れ
、
行
政
運
営
を
行
い
ま
し
た
。
第
４

次
総
合
計
画
の
ま
ち
づ
く
り
目
標
別
に
実
施

し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　・
道
路
改
良
工
事
の
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
８
２
６
万
円
）

中
道
地
内
の
県
道
春
日
井
稲
沢
線
へ
接
続
す

る
町
道
９
号
線
の
道
路
整
備
と
和
合
地
内
の

町
道
３
１
２
号
線
の
道
路
改
良
工
事
を
実
施

・
大
山
川
堤
防
道
路
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
０
４
万
円
）

大
山
川
右
岸
の
歩
道
整
備
と
し
て
、
車
の
通

行
円
滑
化
と
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
詳
細
設
計
を
実
施

・
空
港
を
活
か
し
た
観
光
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
８
８
万
円
）

あ
い
ち
航
空
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ヒ
コ
ー
キ
の
お
し
ご
と
参

観
日
」
を
開
催

・
農
業
基
盤
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
２
１
６
万
円
）

青
塚
屋
敷
地
内
と
神
明
地
内
の
ポ
ン
プ
更
新

工
事
、
神
戸
地
内
の
鋼
製
転
倒
ゲ
ー
ト
補
修

工
事
、
神
明
地
内
の
農
業
用
用
水
管
補
修
工

事
、
用
排
水
路
改
良
工
事
を
実
施

・
町
民
農
園
の
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
万
円
）

神
明
地
区
に
駐
車
場
を
備
え
た
新
た
な
町
民

農
園
を
開
設

・
防
災
設
備
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
（
１
億
２
２
７
２
万
円
）

移
動
系
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

工
事
を
行
い
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
を
実

施・
防
犯
に
関
す
る
施
設
の
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
４
２
万
円
）

犯
罪
抑
止
の
た
め
、
冨
士
学
習
等
供
用
施
設

と
八
所
神
社
、
町
道
１
４
３
号
線
ア
ン
ダ
ー

パ
ス
西
側
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

・
自
転
車
安
全
利
用
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
万
円
）

65
歳
以
上
と
中
学
生
以
下
の
方
を
対
象
に
自

転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助・
河
川
洪
水
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
７
３
万
円
）

久
田
良
木
川
排
水
機
場
ポ
ン
プ
施
設
増
強
に

向
け
、
ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
と
除
塵
機
の
詳
細
設

計
を
実
施

・
資
源
分
別
収
集
・
再
資
源
化
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
６
１
万
円
）

ご
み
の
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
資
源

分
別
収
集
及
び
資
源
の
常
時
回
収
を
実
施

・
環
境
学
習
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
万
円
）

環
境
省
が
実
施
す
る
「
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
合
わ
せ
、
夏
至
の
日
に
「
星

を
見
る
イ
ベ
ン
ト
」
等
を
開
催

・
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
設
置
費
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
３
万
円
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
加
え
、
家

庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
や
蓄
電
池
等
の
住

宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
を
設
置
し
た
個

人
に
補
助
金
を
交
付

・
自
然
環
境
の
保
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
万
円
）

大
山
川
に
お
い
て
新
栄
小
学
校
５
年
生
と
水

生
生
物
調
査
を
実
施

・
予
防
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
８
７
万
円
）

40
歳
か
ら
57
歳
ま
で
の
男
性
に
、
風
疹
抗
体

検
査
と
予
防
接
種
を
無
償
で
実
施

・
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
（
２
億
９
６
２
１
万
円
）

国
の
幼
児
教
育
無
償
化
の
方
針
に
基
づ
き
、

10
月
か
ら
保
育
料
の
無
償
化
を
実
施

・
情
報
提
供
手
段
の
充
実
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
６
万
円
）

聴
覚
や
言
語
に
障
が
い
を
持
つ
方
を
対
象
と

し
た
手
話
通
訳
者
を
、
福
祉
課
に
１
日
あ
た

り
３
時
間
、
週
２
回
設
置

・
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
６
６
万
円
）

私
立
幼
稚
園
に
通
園
す
る
幼
児
を
も
つ
保
護

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
幼
児
教
育
の

充
実
を
図
る
た
め
、
入
園
料
、
保
育
料
、
授

業
料
を
補
助

・
小
学
校
の
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
億
６
８
６
万
円
）

各
小
学
校
の
特
別
教
室
に
空
調
機
を
設
置
す

る
た
め
の
実
施
設
計
を
実
施

・
中
学
校
の
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
９
９
万
円
）

特
別
教
室
に
空
調
機
を
設
置
す
る
た
め
の
実

施
設
計
を
実
施

・
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
（
４
億
４
６
６
８
万
円
）

令
和
２
年
度
完
成
に
向
け
、
新
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
を
実
施

・
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
施
設
設
備
の
改
善
整

備　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
１
６
０
万
円
）

老
朽
化
に
伴
う
防
水
機
能
の
低
下
が
著
し
い

た
め
、
外
壁
防
水
工
事
を
実
施

目標１

快
適
で
活
気
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

目標3

安
全
・
安
心
で

住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
　

目標4

地
球
に
も
人
に
も

　
　優
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち

目標5

助
け
合
い
、
支
え
合
う

　
　健
康
で
あ
た
た
か
な
ま
ち

目標6
い
き
い
き
と
し
た

豊
か
な
心
を
持
っ
た
人
を
育
む
ま
ち

目標2

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

　
　
　
　
　個
性
豊
か
な
ま
ち

本
町
の
財
政
は
健
全

実
施
し
た
主
な
事
業

ま
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
度
決
算
に
お
け
る
本
町
の
算
定

結
果
は
す
べ
て
の
指
標
に
お
い
て
基
準
値
を

大
き
く
下
回
り
、
健
全
な
財
政
状
況
で
あ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
活
用

す
る
た
め
に
最
新
の
情
報
を
収
集
し
な
が
ら

各
事
業
の
精
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
借
入
に
頼
ら
な
い
自
立
的
な
財
政

を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
総
務
課
財
政
・
管
財
係

　
　
28
・
０
９
３
９

目標7

住
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、

　と
も
に
つ
く
る
信
頼
の
ま
ち

歳出では、経常経費の見直しを図り、費用対効果
を検証するなかで限られた財源を効果的に配分し、
職員一人ひとりが常にコスト意識をもって、効率的
効果的な予算執行に心がけていただきたい。
経済状況は、厳しさを増している。通商問題の動
向や、海外経済の不確実性、労働力問題などが山積
し、財政健全化のためにあらゆる情報収集に努めら
れたい。本町では、自然災害への対策、公共施設の
長寿命化計画、公共下水道のインフラ整備等、多く
の事業が予定されている。各事業について経費を的
確に把握し、事業の重要性・有効性を検証し、効率
的・効果的な財政運営に努められたい。令和２年度
からは第５次総合計画がスタートする。切れ目なく
安心して住み続けたいまちに向け、引き続き自主財
源の確保に努め、健全な行財政運営が推進されるこ
とを期待し決算審査の意見とする。
▼問合せ　監査委員事務局（議会事務局）　
　２８・６００４

一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入１０４億
６１６９万８６９７円、歳出９８億８４５９万１９４
９円、歳入歳出差引額５億７７１０万６７４８円で、
翌年度へ繰り越すべき財源２億５６１３万２０００円
を差し引いた実質収支額は、３億２０９７万４７４８
円の黒字を計上した。
一般会計において対前年度比でみると歳入では、自

主財源の柱である町税収入において、個人町民税３８
９１万４２７２円、法人町民税７４５４万６６００円
の増額となった。一方、固定資産税は１０００万１１
６１円の減額となった。全体では、１６９０万１２０
円の増額となり前年度より０．４％の増額となった。
歳出は主に消防費１億１４９９万９０１７円、教育

費３億２３６万２０９６円の増額となった。
また、減少したのは総務費△２４２３万４３００円

民生費△２３３３万３４１２円、土木費△１億５４万
３０９０円である。全体では３億２８８４万１４８１
円の増額となった。

令和元年度豊山町一般･特別会計歳入歳出決算審査意見書（抜粋）
豊山町監査委員　大野眞一　　豊山町監査委員　水野晃

全項目で健全化基準をクリア

指        標
健全化判断比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率

説        明

R1

財政規模
に対する
一般会計
などの赤
字の割合

赤字なし 赤字なし △0.1% 実質的な将
来負担なし 資金不足なし

国が
示す
基準

早期健全
化基準
財政再生
基準

15.0%

20.0%

20.0%

30.0%

25.0% 350.0% 経営健全
化基準
20.0%-35.0%

財政規模
に対する
全会計の
赤字の割合

実質公債費比率

財政規模に
対する1年
間で支払っ
た借入金返
済額などの
割合

将来負担比率

財政規模に
対する将来
町が支払う
借入金返済
額などの
割合

公共下水
道事業特
別会計の
資金不足
額の割合

資金不足
比率

特
　
集

町
政
あ
ん
な
い 

情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
ひ
ろ
ば

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

ま
な
び
す
と

わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ

特
　
集

町
政
あ
ん
な
い 

情
報
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
ひ
ろ
ば

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

ま
な
び
す
と

わ
い
わ
い
プ
ラ
ザ

5 広報とよやま　令和2年11月号
特集 4広報とよやま　令和2年11月号

特集


